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A12 友人と話すのは面白いから新しく友人を作りたいと思う .905 -.055
A3 友人と一緒に時間を過ごすのは重要なことだから新しく友人を作りたいと思う .855 -.021
A5 友人と親しくなるのはうれしいことだから新しく友人を作りたいと思う .832 .029
A10 友人と一緒にいるのは楽しいから新しく友人を作りたいと思う .826 -.127
A11 友人と一緒にいると楽しい時間が多いから新しく友人を作りたいと思う .811 -.046
A6 友人といると幸せになれるから新しく友人を作りたいと思う .802 .073
A2 友人関係は自分にとって意味のあるものだから新しく友人を作りたいと思う .798 -.102
A1 友人と親しくしておくべきだから新しく友人を作りたいと思う .700 .131
A13 友人とのことをよく知るのは価値があることだから新しく友人を作りたいと思う .518 .210
A16 友人関係を作っておくように周りから言われるから新しく友人を作りたいと思う -.105 .808
A9 一緒にいないと怒られるからその人と友人になろうと思う -.241 .692
A8 親しくしていないとがっかりされるからその人と友人になろうと思う .108 .682
A15 友人がいないことは恥ずかしいことだから新しく友人を作りたいと思う .114 .647
A14 友人がいないと後で困るから新しく友人を作りたいと思う .301 .490
因子間相関　　.234
因子１ 因子2
B3 友人と一緒に時間を過ごすのは重要なことだから今いる友人を大事にしようと思う .894 -.026
B2 友人関係は自分にとって意味のあるものだから今いる友人を大事にしようと思う .879 -.070
B12 友人と話すのは面白いから今いる友人を大事にしようと思う .845 -.048
B10 友人と一緒にいるのは楽しいから今いる友人を大事にしようと思う .835 -.086
B11 友人と一緒にいると楽しい時間が多いから今いる友人を大事にしようと思う .812 -.077
B5 友人と親しくなるのはうれしいことだから今いる友人を大事にしようと思う .811 -.027
B6 友人といると幸せになれるから今いる友人を大事にしようと思う .744 .036
B13 友人のことをよく知るのは価値のあることだから今いる友人を大事にしようと思う .491 .147
B1 友人と親しくしておくべきだから今いる友人を大事にしようと思う .485 .314
B15 友人がいないのは恥ずかしいことだから今いる友人を大事にしようと思う -.072 .719
B8 親しくしていないと友人ががっかりするから今いる友人を大事にしようと思う -.023 .703
B16 友人関係を作っておくように周りから言われるから今いる友人を大事にしようと思う -.125 .696
B9 一緒にいないと友人が怒るから今いる友人を大事にしようと思う -.338 .668
B14 友人がいないと後で困るから今いる友人を大事にしようと思う .274 .594
B7 友人がいないと不安だから今いる友人を大事にしようと思う .347 .546





















1 2 3 4 5
C18 友達を信頼している 0.757 -0.011 0.052 0.043 -0.092
C7 友達とは気持ちが通いあっている 0.727 0.094 0.031 0.01 0.032
C23 友達は私を絶対に裏切らないと思う 0.712 -0.293 0.229 -0.018 -0.027
C13 友達は私のことならだいたい知っている 0.629 0.054 -0.188 -0.016 0.187
C12 心から友達を親友と言える 0.627 0.022 -0.194 -0.02 0.156
C25 友達とはだいたい意見が合う 0.622 0.097 0.116 0.093 -0.164
C8 自分は友達に十分受け入れられていると思う 0.536 -0.015 0.018 0.192 -0.246
C11 友達の考えていることはだいたいわかる 0.511 0.088 -0.102 -0.021 0.371
C1 友達に裏切られるのではと思う -0.162 0.812 -0.118 0.068 0.06
C2 友達の考えていることがわからなくなって不安になる 0.035 0.764 0.127 0.108 0.025
C10 自分が友達にどう思われているか気になる 0.159 0.745 0.006 -0.081 -0.128
C21 自分が本当に友達だと思われているか気になる 0.103 0.641 0.143 -0.039 0.017
C6 友達に「仲間はずれにされた」と感じることがある -0.147 0.609 0.231 0.041 -0.046
C16 友達の方がテストの点がいいと不安になる -0.026 -0.119 0.823 0.101 0.239
C19 友達と意見が違うと不安になる 0.068 0.079 0.651 -0.189 -0.04
C15 友達が自分の知らない友達と話しているのを見て 寂しさを感じる 0.103 0.135 0.527 -0.051 0.077
C3 友達の誘いを断れず困る 0.151 0.142 0.491 -0.152 -0.053
C24 自分の思っていることを友達に言えない -0.092 0.191 0.467 -0.154 -0.018
C4 友達といると自分のやりたいことができない -0.284 0.058 0.452 0.224 -0.014
C20 友達のやっていることに引きずりこまれて困る 0.011 0.196 0.408 -0.029 0.23
C9 友達と一緒にいても自分の意志で行動している 0.09 0.079 0.032 0.749 -0.005
C5 友達と違う意見でも自分の意見はきちんと言う 0.023 0.074 -0.164 0.58 0.058
C22 友達と意見が対立しても自分をなくさないでいられる 0.065 -0.104 -0.003 0.568 -0.041
C14 友達よりいい学校に行きたい（いい仕事につきたい） 0.033 -0.001 0.11 -0.048 0.606
C17 友達には様々な点で負けたくない -0.042 -0.085 0.407 0.124 0.542
因子間相関　　1 − -.064 -.088 .139 .018
2 − − .608 -.185 .292
3 − − − -.270 .236
4 − − − − -.050
























形成動機づけ 維持動機づけ 形成動機づけ 維持動機づけ
満足群 平均 36.392 39.024 11.786 18.940
（n=84） SD 7.145 6.287 4.226 6.085
不満足群 平均 34.993 36.878 11.610 18.549
（n=82） SD 8.392 7.463 4.482 6.210




満足群 平均 34.929 16.893 18.548 13.036 6.298
（n=84） SD 4.733 5.518 6.080 2.792 2.487
不満足群 平均 25.939 18.122 20.207 12.122 6.037
（n=82） SD 5.324 5.925 6.896 2.643 2.684
p<.05 n.s. n.s. p<.05 n.s.
信頼 不透明さへの不安 差異への不安 独立意識 ライバル心
信頼 － － － － −
不透明さへの不安 -.018／ -.390 － － － −
差異への不安 -.081／ .060 .600* ／ .660＊ － － −
独立意識 .247* ／ .026 -.253* ／ -.028 -.294* ／ -.236＊ － −































信頼 不透明さへの不安 差異への不安 独立意識 ライバル心 R ２
内発的
形成動機づけ .206＋／ .190＋ .140／ .030 -.163／ -.002 .198＋／ -.429＊ .227＊／ .211＊ .160＊／ .280＊
維持動機づけ .257＊／ .362＊ .168／ .318＊ -.175／－ .107 .111／ -.248＊ .057／ -.120 .123＋／ .245＊
外発的
形成動機づけ .036／ .073 .306＊／ -.092 .162／ .431＊ .021／ -.343＊ .158／ .221＊ .237＊／ .474＊
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